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「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
は
、

国
民
一
人
一
人
が
持
つ
十
二
桁

の
個
人
番
号
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
住

民
票
を
有
す
る
全
て
の
方
に
番

号
を
付
し
て
、
社
会
保
障
・

税
・
災
害
対
策
の
分
野
で
効
率

的
に
情
報
を
管
理
し
、
複
数
の

機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報

が
、
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
た
め
に
活
用
し

ま
す
。

　
同
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
国

民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
な
ど
、

大
き
く
三
つ
の
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
〈
図
１
〉
。

　
市
町
村
で
は
、
十
月
か
ら
、

皆
さ
ん
の
住
民
票
の
住
所
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

通
知
カ
ー
ド
を
郵
送
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
現
在
の
お
住
ま

い
が
、
住
民
票
の
住
所
と
異
な

る
方
は
、
お
住
ま
い
の
住
所
に

住
民
票
を
移
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　
来
年
一
月
か
ら
、
社
会
保
障

や
税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続

き
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
年
金
・
雇
用
保

険
・
医
療
保
険
や
、
生
活
保

護
・
児
童
手
当
そ
の
他
福
祉
の

給
付
、
確
定
申
告
等
の
税
の
手

続
き
な
ど
で
、
申
請
書
等
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
税
や
社
会
保
険
の
手

続
き
で
、
事
業
主
や
証
券
会
社
、

保
険
会
社
な
ど
が
個
人
に
代

わ
っ
て
手
続
き
を
行
う
場
合
も

あ
り
、
勤
務
先
や
金
融
機
関
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
出
を
求
め

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　

　
こ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

専
用
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
　
０
５
７
０
・
２
０
・

　
０
１
７
８
（
通
話
料
が
掛
か

　
り
ま
す
）

▼
時
間
　
９
時
30
分
〜
17
時
30

　
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

　
年
末
年
始
を
除
く
）

あなたにもマイナンバーが通知されますあなたにもマイナンバーが通知されます
　国は、国民の利便性の向上や行政の効率化、公平かつ公正な
社会の実現を目指して、マイナンバー制度（社会保障・税番号
制度）を開始します。本年10月から、住民票を有する全ての方
に、12桁の番号（マイナンバー）が記載された通知カードが郵
送されます。

平商業高校吹奏楽部に
市民栄誉賞を授与

　市は、５月13日、平商業高校吹奏楽部にい
わき市市民栄誉賞（いわき市民芸術文化栄誉
賞）を授与しました。同校吹奏楽部は、３月
に行われた「第38回全日本アンサンブルコン
テスト高校の部」に出場し、最高賞である金
賞を受賞。表彰により、全国大会での最高賞
受賞の快挙と、日頃の努力をたたえました。

表彰

〈図１〉
マイナンバー制度　３つの効果

面倒な手続きが簡単に１

２

３

手続きが正確で早くなる

給付金等の不正受給の防止

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

い
つ
分
か
る
の
？

い
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に

利
用
す
る
の
？

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

10月から

　各申請時に必要な証明書などの添付書類を
省略できるようになり、申請者の負担が軽減
されます。

　各機関での作業の無駄が削減され、手続き
がスムーズになります。

　所得把握の正確性が向上し、不正受給など
を防止します。
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「
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
津
波

被
災
地
区
の
復
興
と
、
将
来
に

向
け
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

目
標
や
進
め
る
べ
き
施
策
・
方

策
を
明
ら
か
に
し
た
計
画
で
す
。

　
こ
の
計
画
は
、
地
区
の
皆
さ

ん
の
主
体
的
な
復
興
・
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
指
針
で
あ
る
と
同

時
に
、
地
区
に
関
わ
る
行
政
施

策
の
指
針
と
し
て
も
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

　
沼
ノ
内
・
薄
磯
・
豊
間
地
区

で
は
、
連
携
し
て
復
興
に
取
り

組
む
た
め
、
平
成
二
十
五
年
八

月
に
三
地
区
合
同
の
「
海
ま

ち
・
と
よ
ま
市
民
会
議
」
を
設

立
し
、
延
べ
三
十
二
回
の
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
市
民
会
議
で
は
、
意
見
交

換
や
、
行
政
も
交
え
て
の
議

論
・
検
討
を
重
ね
な
が
ら
、
計

画
の
内
容
を
取
り
ま
と
め
、
本

年
五
月
に
市
と
協
働
で
、
沼
ノ

内
・
薄
磯
・
豊
間
地
区
復
興
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
「
と
よ
ま
地

区
復
興
未
来
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
同
計
画
で
は
、
実
施
主
体
を

「
行
政
」
「
地
区
住
民
」
「
民

間
」
に
、
実
施
期
間
を
「
短

期
」
「
中
期
」
「
長
期
」
に
分

け
、
「
若
い
世
代
が
戻
っ
て
こ

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標

に
、
六
つ
の
テ
ー
マ
と
優
先
的

に
取
り
組
む
十
二
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
市
民
会
議
が
地
区

の
推
進
体
制
を
維
持
・
強
化
し

な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と

に
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
実
施
主
体
に
な

る
も
の
は
、
着
実
な
推
進
を
図

る
と
と
も
に
、
沿
岸
域
津
波
被

災
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
、

今
後
も
継
続
し
て
地
区
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
す
で
に
計
画
を
策
定
し
て
い

る
久
之
浜
・
大
久
地
区
で
は
、

地
区
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
協
働

で
、
具
現
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
小
浜
・
岩
間
地

区
で
現
在
、
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。

特
集

と
よ
ま
地
区
復
興
未
来
計
画
を
策
定

復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

と
は

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
る
さ
と
再
生
課

　
被
災
者
支
援
グ
ル
ー
プ

　
☎
22
・
７
４
３
７

議論を重ねる地区の皆さん

〜
沼
ノ
内
・
薄
磯
・
豊
間
地
区
復
興
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
〜

沼
ノ
内
・
薄
磯
・
豊
間
地

区
で
の
策
定
の
経
過

今
後
の
実
施
に
向
け
て

とよま地区（沼ノ内・薄磯・豊間）の将来像
若い世代が戻ってこられるまちづくり

　10年後、20年後の近い将来に若い世代が地域に戻ってくることを目標に
掲げるとともに、６つのテーマごとにまちづくりの方策を検討し、その実
現に取り組んでいきます。

安全だから安心できる。安全・安心は
まちづくりの基本です。

震災前の絆を取り戻し、新たなコミュ
ニティーで支え合って暮らします。

若い世代が、安心して、子どもを産み
育てることができるまちをつくります。

震災前にも増して、自然に恵まれ、歴
史ある地区の魅力を再発見・新発見し
ていきます。

「とよま」の特色を生かし、地元で働
くことができる生活を再生します。

つらい震災を乗り越え、私たちの体験
を決して忘れずに、全国に、後世に伝
えます。

①安全・安心 ④生活・コミュニティー

②子育て ⑤魅力

③産業・雇用 ⑥忘れない


